
近鉄四日市駅周辺交通結節点の整備方針

国土交通省
四 日 市 市

近鉄四日市駅周辺の基盤整備・まちづくりについては、2018年12月、四日市市
が『近鉄四日市駅周辺等整備基本構想』を策定し、中心市街地における望ましい
交通結節点の在り方について、計画段階から官民連携で検討を行っています。

このたび、国土交通省と四日市市は、関係者による議論を重ね、四日市市の顔
としてふさわしい交通結節点整備に向け、以下のとおり「近鉄四日市駅周辺交通
結節点の整備方針」を取りまとめました。

1．バス停の集約・スマート化による交通結節機能の強化
○路線バス・高速バスのバス停、タクシー乗り場の集約化による公共交通の利用促進
○マルチモーダル（鉄道・バス・タクシー）な結節点整備による北勢地域の一大広域交通拠点化
○将来的な新モビリティ（グリーンスローモビリティ、自動運転車両等）乗り入れによる結節機能

の強化
○デジタル化によるスマートバスタの構築

2．歩行者の円滑な移動・乗換を支援する交通拠点の整備
○鉄道とバス・タクシー等のシームレスな乗換の実現
○誰もが利用しやすいバリアフリーな交通拠点の整備
○サイン表示等、分かりやすい案内の充実
○わかりやすさ、運行効率に配慮したバス停配置
○天候等に左右されない快適な待合空間

3．並木空間の再編による魅力あるスペースの創造
○シビックプライドを醸成する絵になる景観の創造
○緑の空間の保全と歩行者優先の回遊・滞留空間の確保
○市民活動のフィールドとなる空間の確保（多様な市民活動・魅力的な日常交流のための都市広

場）

4．駅周辺と一体となった賑わい・歩行空間の創出
○四日市市の玄関口として相応しい、高質で魅力的な都心空間の実現
〇「歩く」を支える周辺の既存施設との接続性の重視
〇楽しい・居心地の良い待合空間の実現
〇玄関口として交通・観光の総合インフォメーション機能の充実
○公共空間の高次利用による賑わいの創出

5．防災機能の強化
○大規模災害の発生に備え、帰宅困難者の受入れ拠点として活用
○賑わい施設等と連携した防災物資の備蓄機能
○災害発生時の効果的な情報提供機能

6．新たなモビリティや交通サービスとの連携
○将来的な新モビリティ（グリーンスローモビリティ、自動運転技術、パーソナルモビリティ等）

導入への対応
○MaaS等を活用した市内の回遊性向上ならびに公共交通の利便性向上
○ICTなどを用いた高度なサービスの提供
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国・市の連携のもと、中央通り・国道１号と一体となった新たなバスターミナルを整備
まちづくりと連携し、モーダルコネクト（交通結節機能）を強化

 リニア中央新幹線の開業

 広域幹線道路網の整備進展
（新名神高速道路、東海環状
自動車道、北勢バイパス）

 路線バスのりばの分散

 中心市街地の回遊性不足

 並木空間の未活用

地域ポテンシャル 課 題

東海環状自動車道東員IC 近鉄四日市駅前(中央通り)の状況
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